
 

                                                                                     

                                      

                                             

     

      

   

  梅雨で草丈が伸びないうちにと、6月 23 日に直谷 

 城址の草払いを実施しました。参加者は 5名。 

  今回初めて二の郭跡地の除草を行いましたが、刈 

 り終えると、キャンプでもできそうな広い地形が現 

 れました。これからここもゆっくり案内ができそう 

です。 

  また、3 月 15 日には、天守郭の階段付近のつつじ 

 の剪定を行っています。日蔭のために、どれだけ芽 

吹くか気にはなっていましたが、結構新芽が出ていました。この天守郭のまわりの草や小木なども除去。一の郭は、

昨年 10 月に草と共に桜の枯れ木などを切りましたが、おかげで今の段階ではそれほどの草丈もありませんでした。

やはりちょくちょく続けて行くことだと思いました。 

 

 

  そうした折、吉井町の天理教会の川崎さんのお心遣いで、天理教の災害救援隊「ひのきしん隊」にお願いするこ

とになりました。この救援隊は、水害等の救援ボタンティアとして各地に出かけています。東北大震災の折も福島

で活躍されました。また、数年前になりますが、吉井町の御橋観音の彼岸花の斜面を除草していただいています。 

  去る 6 月 6 日には、川崎さん、作業の責任者の方にお出でいただき、直谷城址で作業の段取りを作りました。（和

田、末永） 

  そして 6 月 29，30 日には 17 名の隊員の方の参加で、これまでなかなか手が入いらなかったところを作業してい

ただきました。追手道の周りの草や低木を相当に広い範囲にわたって払っていただきました。また、井戸跡のまわ

りに安全柵も設置していただきました。これは、以前に設置されていた柵が朽ちていたために、9月に行った杉の間

伐材を使っての作業でした。たくさんの活動をされてこられたとあって、その力強さには感動しました。 

隊員の方は全県下、遠くは南島原市や五島市からも来ていただきました。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ①7 月 7 日 『直谷城物語（秘話）Ⅲ』（世知原少年自然の家主催事業「長崎県

民大学 講師和田 隆」） ②7 月 20 日 地域の資源を知ろう『直谷城について』（吉井地区公民館ふれあい学級 講

師和田 隆） ③10 月 14 日 「歴史の福井谷」（吉井エコツー） 

  今回の除草等で、こうした活動がより充実しそうです。関わっていただいた皆さん、ご苦労さまでした。 


